
（第3種郵便物認可） 毎　日　新　聞 2007年（平成19年）2月1日（木曜日） 3毎　日　新　聞 （第3種郵便物認可）2 2007年（平成19年）2月1日（木曜日）

1962(昭和37）年生まれ。神戸大
学卒業。
1989(平成元)年入社。2002（平
成14)年社長に就任。
独自の生産管理体制と「宮嶋
式弁棒鍛造装置」を使った鍛
造技術により、ニッチ商品に
特化した販路を拡大。「シャ
フト鍛造日本一」を目指す。

がくぜん

ふっしょく

豊田工機時代の宮嶋誠一郎さん豊田工機時代の宮嶋誠一郎さん(左端左端)豊田工機時代の宮嶋誠一郎さん(左端)

1962（昭和37）年に（株）宮嶋弁棒鍛造所の

３代目として生まれた私は、地元の高校

を卒業後、神戸大学生産機械工学科に進

学し、1985（昭和60）年に愛知県の豊田工

機（株）（現・（株）ジェイテクト）に入社した。

配属は産業用ロボットの設計部門で、最

初はまったく図面が引けず苦しい１年を

過ごした。ある上司との出会いで利用技

術開発を担当することになり、一転して

充実した毎日を送れるようになった。と

ころが入社３年目に突如、父に呼び戻さ

れた。理由は弟の急逝だった。いずれ私

が社長となった時、右腕として事業を手

伝ってくれるはずだった３歳下の弟が交

通事故で亡くなったのである。生きる気

力を失ってしまった父を助けるために、

お世話になった豊田工機（株）を退職し、

彦根に戻ることになった。

1989（平成元）年、宮嶋弁棒鍛造所に入社

した私は、愕然とした。特許のおかげで

かつては日の出の勢いであった会社は、

最悪の財務体質になっていた。工場は老

朽化し、従業員の平均年齢は50歳を超え

ていた。企業の寿命は30年と言われるが、

まさに当社はそうした時期を迎えていた

のである。

私は鍛造のことなど何も分からぬままに、

とにかく必死に仕事をした。それまでの「弁

棒一筋」から建設機械や農業機械といった

他業種にも

販路を拡大

した。ブル

ドーザーや

トラクター

など、回転部

分のある機

械には必ずシャフト部品が使われている。

そのシャフト部品の元となる鍛造品を手が

けたのである。新規の顧客は大手機械メー

カーが多く、納期や品質のチェックが非常

に厳しかった。しかし、前の会社で身につ

けた「絶対あきらめない執念」が役立った。

毎日夜中の１時や２時まで働き、営業は

もちろん、材料の仕入れから鍛造、納品

までをほとんど１人でこなした。幸い公

共事業の受注が増えるなどの追い風もあっ

て、事業は次第に回復していった。

父は早くから私に会社経営を任せ、さま

ざまな会合にも積極的に顔出しさせてく

れた。そのおかげで、大手鍛造メーカー

の社長にも懇意にしてもらい、多くの勉

強をさせてもらった。埼玉県の大手同業

者を訪れたときには「どんなに経営が苦

しくても絶対に赤字を出してはいけない」

と教わり、また盛和塾（京セラの創業者・

稲盛氏の経営哲学を学ぶ会）では「製造業

は最低でも５％の利益を上げないと会社

は伸びない」ということを学んだ。

暗い工場のイメージを払拭しようと1993

（平成５）年に社名を(株）ミヤジマに変更し、

作業服も明るいデザインに一新した。働

く環境を整え、いち早く週40時間制を取

り入れたことで、徐々に若い社員が増え

ていった。こうして事業は順調にすすむ

かに見えた。ところが、1995（平成７）年、

会社の運命を左右する重大なトラブルが

発生したのである。

盛和塾塾長、稲盛和夫氏と共に盛和塾塾長、稲盛和夫氏と共に盛和塾塾長、稲盛和夫氏と共に
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